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1. はじめに
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８
９　全角・半角の違いなどに気を配ること．　
６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５
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６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５
（補足）「1. はじめに」など，各節（大き
な論文では章と言ってもよい）の数字とピリ
オドは半角，その直後に半角の空白を空けて
「はじめに」とする．太字（ボールド体）でよ
い（TEXには明朝体の太字はない）．常識と
して，半角で打つピリオド，カンマ，セミコロ
ン，コロンなどの区切り記号の後ろは，明示的
に半角空白を入れる．バランスの良い文字と
記号の美しい配列を心がければ，読みやすい
論文となる [1]．
段落での字下げ（インデント）も必要であ
る．このような日本語での作文の基本は小学
校で習っているはずであるからよく思い出す
こと．６４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
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０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９

2. モデルの記述
2.の節以降，参考文献まで，節の直前に空
行を入れること．１２３４５６７８９０１２
３４５６７８９０１２３４５
2.1 基本モデル
2.1 などの小節の前に空白行は入れない．９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
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０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９

０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
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０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
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図 1: 標準正規分布の密度関数．
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3. 発展モデル
９０１２３４５６７８９０１２３４５６７
８９９０１２３４５６７８９０１２３４５６
７８９
（例）コストの式は

C(T ) = C1T + C2H(T ) + C3{H(T + Tw)

−H(T )} − C4{H(T + Td)

−H(T + Tw)}+ Cp(T − Ts), (1)

となる．式 (1）はeqnarray環境ではなく，ams-

mathパッケージを読み込み（gaiyou2014.sty

をメモ帳で見よ），align環境で複数行の別行
立て数式を書いている．一方，１行からなる別
行立て数式は，equation環境でよい．すると
次の式 (2)ようになる．

f(x) = 1− exp[−λx]. (2)

０１２３４５６７８９０１２３４５６７８
９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８
９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ ０

表 1: 表の例．

f(x) a b c d

1 10 5.1 2.0 3.4

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０
１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０
１２３４５６７８０１２３４５６７８９０１
２３４５６７８９０１２３４５６７８９

4. 数値例と考察
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９

※　体裁に関する一般的な注意

� 図は縮小したものを貼り付けることにな
るが，書かれた文字などが読めないほど
小さな字になってしまっては意味がない
ので，印刷したものをよく見て，調整す
ること．

� 半角カンマ，ピリオド，コロン，セミコロ
ンの後ろは半角空白を一つ分空ける．

� 各指導教員ごとに体裁の基準は少しずつ
異なる場合があるから，よく理解して作
成すること．

０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９
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０１２３４５６７８９左のカラム（左段）にあ
るような，別行立ての数式につけた番号の引
用は¥labelコマンドと¥refコマンドを使っ
て自動番号付けを利用する．
０１２３４５６７８９０１２３４５６７８
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5. おわりに
例外はあるものの，一般に「はじめに」は

「おわりに」で受け，「あらまし」は「むすび」
で受ける．更に「序論」とくれば「結論」であ
る．なお，文献引用は¥citeコマンドで自動
番号付けが可能．
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